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１．工事概要



工事概要

委託内容：橋台修正設計、橋台基礎修正設計、座標計算、施工計画
橋梁上部工架設計画、仮設構造物詳細設計

施工工種：
仮設構台／仮設土留工／仮締切工（A1橋台・基礎工）
躯体工（A1橋台・A2橋台）
仮締切工（A2橋台・基礎工）
橋台周り土工処理（A1橋台・A2橋台）

施工条件概要：
・普通河川 第二沼川橋を渡河
・A1橋台は既設橋と近接
・施工中に河川管理用通路の確保が必要
・河川内構造物は非出水期施工



現地状況



ICランプ橋 全体一般図（その１）



ICランプ橋 全体一般図（その２）



２．A1橋台 施工ステップ図



A1橋台形状変更の経緯

第二沼川橋
A2橋台底版
との離隔が
少なく施工
が不可能

ケーシングマシン
と土留工の干渉

変更前形状 変更後形状

河川形態の
考え方の違
いによる底
版床付け面
の不一致

底版形状を変更
構造高を変更



基礎工形式の選定
・支持層はDg3(砂礫層)
・層厚が薄いため薄層支持の検討を実施
・支持層深度より「杭基礎」を選定

・中間層にφ100mmを超える礫の存在
・周辺に民家が存在(振動・騒音への配慮)

⇒「場所打ち杭(全周回転式)オール
ケーシング工法」



場所打ち杭機種選定
○使用機械
・全周回転式ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機φ1500mm級
・100t吊りクローラクレーン
○場所打ち杭条件
杭径：φ1200mm(A1,A2)
杭長：27.0m(A1)、27.0m(A2)

作業段階での吊り荷重と作業半径（掘削機
設置時、鉄筋カゴ吊り込み時）を考慮
（70tクローラクレーンの場合、ブームの
取替が必要となる）

⇒「100t吊りクローラクレーン」



仮設土留工機種選定
○使用機械
・設置(打込み時)：油圧式杭圧入引抜き機
・撤去：供用部に隣接するため埋設
○仮設土留工条件
親杭：H400×400×13×21
杭長：12.2m
土質：N値＝47(最大)、砂礫層
周辺状況：供用部に隣接、民家が存在

(振動騒音に配慮)



仮設土留工機種選定

※土木工事仮設計画ガイドブック(Ⅰ)より



Step1

Step2

Step3 Step4

Step5

Step6

全体工程表

A1橋台施工手順



なお、A2橋台の施工に関しては、既設供用部との離隔もあり施工ヤードの確保も可能であること
から、一般的な施工方法での施工が可能であると判断されるため、『施工技術検討会』の対象とし
ないものとする。

供用部分

A1橋台

A2橋台



Step１ （１年目 非出水期）

仮設構台設置

・施工機械及び資器材の搬入
は、県道浜崎高野会津若松
線より計画道路用地内を利
用して進入する。

A1橋台

A2橋台

供用部分



Step２ （１年目 非出水期）

・A1橋台仮土留壁設置
・施工ヤード造成

・仮土留壁は既設橋橋台竪壁及び翼壁
に後施工アンカーにて腹起しを設置し
て反力を取る構造。

18-41340-0288
設計業務委託
仮設工計画図より

油圧式杭圧入
引抜き機

A1橋台

A2橋台

供用部分

・A1橋台は既設供用部の補強土壁設置
位置に計画されているため、仮土留壁
を設置し既設補強土壁を撤去ののち、
仮設構台設置高さにあわせ施工ヤード
を造成する。



Step３ （１年目 非出水期）

・A1橋台 場所打ち杭打設

・施工ヤード狭窄のため、回転式
ケーシングドライバには回転反力
取り装置を使用。

場所打ち杭
φ1200（オールケーシング工法）
ｎ＝4本 L=27.0m

A1橋台

A2橋台

供用部分



Step４-１ （１年目 非出水期）

・A1橋台仮締切・構造物掘削

A1橋台

A2橋台

供用部分

・仮設構台上より100t吊クロー
ラクレーンにて橋台前面（川
側）に仮締切工を設置し、仮設
構台上または施工ヤード上から
油圧ショベル（0.8m3級）にて
構造物掘削を行う。



Step４-２ （１年目 非出水期）

・躯体構築①

1年
⽬
施
⼯

2年
⽬
施
⼯

A1橋台

A2橋台

供用部分・底版及び施工基面付近までの
躯体を構築し埋め戻す。
・仮締切工を撤去する



Step４-３ （２年目 非出水期）

・躯体構築②

1年
⽬
施
⼯

2年
⽬
施
⼯

A1橋台

A2橋台

供用部分

・Step1と同様に仮設構台を設
置し、躯体を構築する。



Step５ （２年目 非出水期）

・A1橋台 橋台周り土工処理

・Step2において設置した仮土留
壁は本線土工を支えているため、
撤去は不可能。

・右側土工部は既設橋台との間に
壁を設け、仮土留工を埋め殺し。

・左側土工部は側壁を設け、土工
処理（直壁補強土壁）

・右側既設水路を延長する必要
あり。

仮土留壁は埋め殺し

既設橋台との間に壁
を設ける

直壁補強土壁

既設水路の延長が必要

A1橋台

A2橋台

供用部分



Step６ （２年目 非出水期）

・仮設構台撤去

A1橋台

A2橋台

・左岸側より100t吊クローラ
クレーンを用いて仮設構台
を撤去する。

供用部分


